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下流への流達過程を再現し、懸濁物質 (SS)や栄養塩類 (総窒素 TN、総りん TP)を算出
しするためのモデルを構築した。シミュレーションモデルの構築と検証には、2002 年
〜 2005 年を試運転期間、 2006 年〜 2007 年をシミュレーションパラメータの校正期



















た。 SWAT モデルによるシミュレーションの結果、現在の八堂湖の SS は年平均 9.52 
mg/L であり、シナリオ 2 を通じて 6.89 mg/L まで、シナリオ 3 では 6.74 mg/L まで、
そしてシナリオ 4 では 5.21 mg/L まで改善されることが分かった。また、TN は現状が
年平均 4.86 mg/L であるが、シナリオ 2 によって 3.50 mg/L まで、シナリオ 3 よっ
て 4.00 mg/L まで、シナリオ 4 によって 3.03 mg/L まで改善されることが分かった。
そして、TP は年平均 0.23 mg/L が、シナリオ 2 によって 0.16 mg/L まで、シナリオ 3
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１． 韓 国 の 八 堂 湖 と そ の 流 域 を 対 象 と し 、 地 理 情 報 シ ス テ ム (Geographical 
Information System,GIS)を用いて流域環境情報を整備し、これらの GIS データ
を流域環境データベースとして構築した。また、八堂湖流域の特性の抽出を行
った。これらにより、空間的な流域環境を統合的かつより簡便に把握すること
が可能になった。これは今後の水環境保全事業の立案や策定のための効果的な
情報・方法の提供に繋がる結果である。 
２． 八堂湖とその流域の水質改善効果を予測するため、水文・水質流域シミュレー
ションモデルを用いて水質汚染源を把握し、水質改善効果の予測を実施した。
この流域シミュレーションモデルは、経験的な媒介変数、複雑な流出過程や八
堂湖流域の空間的特性が考慮されたものであり、八堂湖とその流域の現状解
析・将来予測のために適用可能なものである。 
３． 八堂湖とその流域における水環境管理のための対策を水文・水質流域シミュレ
ーションモデルを用いて検討・評価した。流域の汚染負荷は面汚染源、畜産排
水および生活系排水等から発生しており、汚染負荷の削減対策としては、下水
道接続率の改善、畜産排水の処理・削減および農業汚染源の削減対策が有効で
あると考えられた。これらの結果より、八堂湖とその流域を対象として、統合
的湖沼流域管理を実現するために必要な流域環境データベースと流域シミュレ
ーションモデルを構築し、流域環境の現状や変化および対策効果についての将
来予測が可能な水環境管理支援システムが構築されたと言える。 
 
以上、本論文は、韓国の八堂湖とその流域を対象として、統合的湖沼流域管理を実
現するために、流域における汚染実態・起源と流出動態について時・空間的な観点か
ら解析し、水環境管理のための効果的な水質改善対策を提案しており、これらの成果
は、八堂湖流域だけではなく、その他の湖沼流域における今後の流域管理、流域環境
保全や改善とその計画・策定のために有用であり、学術上、実際上寄与するところが
少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認め
る。また、平成２８年９月２８日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行
い、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認め
た。 
 
 
